
インドネシア政府による入国規制の変更 

（入国時の海外医療保険加入書提示の廃止：政府通達） 

 

令和４年６月９日（総２２第５６号） 

在デンパサール日本国総領事館  

 

 

●インドネシア入国に必要とされていた海外医療保険加入書の提示は不要になりま

した。 

●保険加入書の提示は無くなりましたが、予期せぬコロナ陽性や病気・怪我に備え、

海外旅行傷害保険への加入をお勧めいたします。 

 

 

１．インドネシア政府の新型コロナウイルス対策ユニットは、６月８日付け通達（第

１９号通達への追加通達）を発出し、外国人の入国に係る規制を一部変更する措置を

発表しました。この措置は、同８日から適用され、追って定められる期限まで有効と

されています。 

 

２．これにより、インドネシア入国に必要とされていた海外医療保険加入書の提示は

不要になりました。なお、インドネシア入国には、引き続き、出発の１４日以上前に

２回の接種を完了していることを示すワクチン接種証明書の提示が必要です（出発前

ＰＣＲ検査陰性証明書は不要。）。 

 

３．最近、予期せず日本帰国のためのコロナ検査で陽性判定となるケースが増えてき

ており、帰国便の変更や隔離に必要な費用などに対応したコロナ保険への加入や思い

がけない病気や怪我に備え、可能な限り充実した海外旅行傷害保険への加入をお勧め

いたします。 

 

４．インドネシアにおける新型コロナウイルス対策のための措置は、突然変更される

可能性があります。邦人の皆様におかれても、最新の関連情報の入手に努めてくださ

い。 


